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まえがき

水島開発の頃から今日に至る 50 余年の間に、倉敷市において環境をめぐるさま
ざまなできごとがあった。水島開発をめぐる大気汚染、水質汚濁等による公害の発
生と対応を初めとし、瀬戸大橋架橋にかかる環境影響評価、水銀法苛性ソーダ工場
をめぐる紛争、三菱石油（当時）のタンク破裂による重油流出事故、大気汚染健康
被害の発生と倉敷公害訴訟など、また、自然環境保全に関係するさまざまな取組み
が行われた経緯などである。そうした経緯を経て倉敷市の大気・水質等は良好な状
態を維持するに至っているが、近年においては全国の約 1,700 市町村の中で最大の
温室効果ガスを排出する地域として地球温暖化対策に取り組むようになっており、
また、生物多様性保全にも取り組むようになっている。

それらのできごとをめぐる環境保全上の経緯は、地域的な特徴とともに、日本の
環境をめぐるさまざまな経験や環境政策の形成過程に重要な意味を持っている側面
がある。ところがそういう特徴や側面等が明確に評価・認識されないままに埋もれ
ようとし、また、貴重な関係資料は散逸しつつある。本書の出版は倉敷市の環境経
験の歴史的な意味を明らかにし、また、これからの地域の環境課題を考えるもので
ある。

本書の出版にあたり、大学在職中から今日に至るまで筆者に貴重な示唆を与え続
けてくれた泉俊弘先生に深く御礼申し上げる。また、各章にわたり資料の提供やイ
ンタビュー等を通じてご協力をいただいた倉敷市役所、水島財団、その他の関係者
の方々に御礼申し上げる。

本書の 5 章分については筆者を含む複数の共著者による論文をもとにしており、
特にそのうち 3 つの論文について筆頭著者は前田泉氏である。また、筆者が書き
下ろした 5 章分について大学在職中の研究室のゼミ生諸君の研究の成果を活用し
た部分がある。本書は泉先生、前田氏をはじめとする初出論文の共著者、ゼミ生諸
君による研究の成果をもとにしたものである。

各章の記述に当たって、諸資料をもとに客観的な事実に基づくよう、それぞれの
できごとにおける市民・関係者・関係機関の関わりを把握するよう努めたが、肝腎
の情報・資料を見いだすことができないなどの理由から、十分に踏み込むことがで
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きなかった点が多々あり、また、今回書き起こすことができなかった分野もある。
ご叱正・ご指摘をいただければ幸甚である。

本書の取りまとめに当たってあらためて感じさせられたのは、公害対策や自然環
境保全等に関わった住民・市民、大気汚染健康被害を受けた住民・関係者、農水産
物被害を受けた関係者・関係機関、倉敷市・岡山県の関係者、水島地域をはじめと
する企業関係者、研究者や関係組織による調査・研究とその成果、マスメディアの
報道、国の環境政策などが、50 余年の経緯のそれぞれの場面において深く関わっ
ていることである。日本の環境政策がさまざまな主体の関与によって今日に至って
いることを倉敷市の経緯が証言している。地域における関係者・関係機関の方々の
ご苦労やご努力に深く敬意を表したい。そうした苦労や努力が的確に評価・認識さ
れ、日本と地域の環境政策の形成過程との関係において的確に位置づけられ、語り
継がれていくことを、また、地域がこれからの環境課題である循環型社会形成、地
球温暖化対策、生物多様性保全などに果敢に取り組むこととなるよう願っている。

2015 年 11 月
編著者　井上堅太郎



環境と政策
── 倉敷市からの証言 ──
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